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　例言

１　本冊は、龍谷大学文学部歴史学科文化遺産学専攻が 2025 年度に実施した考古学実習実習の調査報告
　書である。
２　考古学実習は、國下多美樹・木許　守（文化遺産学専攻教授）、奥村茂輝（同非常勤講師）が担当し、
　吉田野々（大学院博士課程、ティーティングアシスタント）が補佐した。
３　本文の執筆は、各実習担当者と受講者が行い、文責を文末に示した。
４　本書の編集は、担当教員の協力のもと、國下多美樹が担当した。
５　表紙の写真は、発掘実習として実施した周山４号墳の発掘調査風景である。
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　１　目的と概要

　2025 年度の考古学実習は、考古学的調査・研究
に不可欠な基礎的技術である、遺跡の調査法、遺構
の検出と記録、遺物の観察と記録、報告書作成まで
の一連の過程、史跡の保存・活用を実践的に学び、
考古学的なモノの見方、記録法を身につけることを
ねらいとして実施した。特に、フィールドワークを
多く行った。。３人の教員によるチェーンレクチュ
アで、先史時代～近世までの遺構・遺物について基
本的知識と方法の学習を実践的に学修した。夏期は、
京都市右京区京北町で古墳の調査を実施した。
　実習は、國下多美樹・木許守（文化遺産学専攻教
授）、奥村茂輝（同非常勤講師）が担当した。また、
ティーチングアシスタントとして吉田野々（博士後
期課程２回）の協力を得た。実習参加者は、下記の
通りである。

〔文化遺産学専攻（２回生）〕　
（ア）クラス
吉中俊輔、稲葉楓、長谷川晄平、大前玲温、辰巳優
佳、福田さや、横関悠人、久保裕美子、辻本明日美、
辻華子、松島明里、根来優成、立岡胡々、平野咲良、
望月涼帆、谷口絢音、前田和花、室岡茜音、村瀨太醐、
山元美尋、相澤心珀、齊尾悠暉、平川桃愛、松浦あ
み

（イ）クラス
惣埜遥菜、西村音々、唐澤友希恵、光眞坊多助、中
嶋わかな、髙野美優、甲斐朱莉、山西陽太、大西俊輔、
岩本怜奈、三戸部恵、林太一、石川ひかり、髙山遼悟、
井上鉄太、奥野雄斗、吉田千聡、宝持魁人、古賀百華、
建部結衣、佐藤美和、安藤佳那、大野涼、王佳璐
東洋史学専攻（２回生）〕　（ア）クラス　宮木朝寛
　以下、各実習の概要について述べる。

     ２　実習の内容

〔１〕先史時代調査法
○弥生時代遺物の見方と解釈
　深草遺跡の弥生土器を用いて、土器の観察、記録
の基本的な方法を実習した。弥生土器は中期の壺の
文様片を利用し、スケッチ、採択を行った。また、
文様や調整の復原原体を使って、土器の表面の痕跡
からどのような工具を使用していたのかを実習的に

学習した。（國下）
○古墳時代遺物の見方と解釈
　陶邑産須恵器の実物の杯身・杯蓋を用いて、古墳
時代の須恵器の観察と実測を行った。各自が作成し
た実測図と実際の遺物を編年図（田辺編年・中村編
年）に対照して須恵器の型式を比定し、実際に観察・
実測した遺物の編年的位置を確認した。（木許）

〔２〕発掘調査実習
　発掘調査の目的、方法についての講義を経て、調
査開始までに測量実習を行った。（國下）
○遺構実測の実習
　遺構実測実習は、大宮学舎北黌や南黌などの外構
に明治期の煉瓦敷が遺存していることを受講生が確
認したうえで、本館北側の渡り廊下部分および南黌
入口部分に、現在復原的に設置されている煉瓦敷を
遺構として実測した。受講生を３～４名で１班とし
て編成し、各班で 1/20 の平面図を作成した。（木許）
○デジタル図化の実習（遺跡分布図の作成）
　デジタル図化の基礎として、スキャナーや解像度
など画像データを扱う際に必要な基礎知識を学修し
た。そして、地図データをソフト（Adobeillustrator）
上に配置し、必要な遺跡の範囲や位置をトレースし
ていくことで、遺跡分布図の作成方法を学んだ。こ
の実習を通じて、必ずしも遺跡分布図でなくても、
卒業論文などに使う挿図作成の基礎技術を習得でき
るように努めた。（木許）

〔３〕古代調査法
○古代〜近世土器・陶磁器、その他遺物の調査法　
飛鳥時代以降の土器、陶磁器、石製品などを分類す
ることで遺物の観察や学修を行った。
○古代瓦の調査法、及び測量図・遺物実測図のデジ
タル化の実習
　前期は、飛鳥時代から平安時代までの瓦の紋様変
遷について学んだ。その知識をもとに、奈良市内の
寺院跡（横井廃寺）から出土した軒瓦群について、
それぞれの瓦の製作年代をグループで検討しその結
果を発表した（写真）。また、前期終了時には帝塚
山大学附属博物館（奈良県生駒市）の展示を見学し、
軒瓦紋様のスケッチを行った（写真４）。さらに本
学所蔵の平川廃寺（京都府城陽市所在）出土瓦を用
いて、拓本・実測の実習を行なった。受講生は一連
の講義を通じて、古代の瓦の紋様が、仏像や寺院建
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築物の装飾と同じ変遷を辿ることを学んだ。後期の
初めには、遺物・遺構の測量図をデジタル化する方
法を習得した。具体的には、先の実習において各自
が作成した拓本・実測図をスキャナーを用いてデー
タし、AdobePhotoshop ・ AdobeIllustrator を用いて
デジタルトレースし、卒論や書籍出版物等に使用で
きる図版の作成方法を学んだ。（奥村）
○平安宮跡の踏査と京都アスニー展示の見学
　2025 年 11 月 16 日（日）、平安宮大極殿に集合、
京都アスニーで平安宮と平安京の全体像をイメージ
したのち、平安宮大極殿跡、内裏跡を踏査した。調
査によって明らかになった遺跡がどのように復元整
備されているのかを現地で学修した。
○遺物写真撮影・文化財写真撮影実習
　写真撮影の基本的な技術を実習した。カメラの種
類、撮影データの種類、遺物撮影、屋外撮影の留意
事項を実践的に指導した。
○土器実測実習
　今年度は、土器実測の実習時間を増やして全員が
一定水準の土器実測を行うことができるように指導
を行った。（以上、國下）

〔４〕2025 年度考古学実習カリキュラム
第 1 回 4/9 國下多美樹 　導入、実習の心得   
第 2 回 4/16 國下 多美樹 　遺構実測の実習 1 
　　　　　　座標計算の方法、TS 測量、電子平板  
第 3 回 4/23 木許 守　遺構実測の実習 2 水準測量
第 4 回 4/30 木許 守   遺構実測の実習 3 平面図
第 5 回 5/7  木許 守   
　　　　　　　遺構実測の実習 4 立面図・断面図
第 6 回 5/14 木許 守  古墳時代の金工技術の見方と
　　　　　　　　　　解釈 藤ノ木古墳金工模造品
第 7 回 5/28 國下 多美樹   弥生土器の見方と解釈 1
　　　　　　　　 　　深草遺跡弥生土器
第 8 回 6/4  國下 多美樹   弥生土器の見方と解釈 2   
　　　　　　　　　　深草遺跡弥生土器  
第 9 回 6/11 國下 多美樹   奈良時代の土器の見方
　　　　　　　　　　と解釈 1   井ノ内遺跡土器  
第 10 回 6/18 國下 多美樹  奈良時代の土器の見方
　　　　　　　　　　と解釈 2   井ノ内遺跡土器  
第 11 回 6/25 奥村 茂輝    古代瓦の見方と解釈 1
　　　　　　　　　　 平川廃寺出土瓦類
第 12 回 7/2 奥村 茂輝     古代瓦の見方と解釈 2 
　　　　　　　　　　平川廃寺出土瓦類
第 13 回 7/12（振替） 奥村 茂輝    博物館所蔵瓦の
見学、帝塚山大学附属博物館
第 14 回 7/16 奥村 茂輝    中・近世瓦の見方とその

解釈 1 西本願寺関連・東黌出土近世瓦  
第 15 回 7/23 奥村 茂輝    中・近世瓦の見方とその
解釈 2 西本願寺関連・東黌出土近世瓦  
第 16 回 9/24 奥村 茂輝    デジタル図化の実習
1 遺物実測図のトレース
第 17 回 10/1 奥村 茂輝    デジタル図化の実習
2 遺構図のトレース 1
第 18 回 10/8 奥村 茂輝    デジタル図化の実習
3 遺構図のトレース 2
第 19 回 10/15 木許 守     デジタル図化の実習
4 遺跡分布図の作成 1
第 20 回 10/22 木許 守     デジタル図化の実習
5 遺跡分布図の作成 2
第 21 回 10/29 國下 多美樹 
平安時代以降の土器類の見方と解釈  
第 22 回 11/5  國下 多美樹 
平安時代以降の陶磁器類の見方と解釈  
第 23 回 11/16( 振替日 ) 國下 多美樹 
平安宮跡フィールドワーク
第 24 回 11/19 國下 多美樹 遺物写真撮影の実習 1  
第 25 回 11/26 國下 多美樹 遺物写真撮影の実習 2  　
第 26 回 12/3  國下 多美樹 
出土品・図の整理・保管 報告書の作成  
第 27 回 12/10 木許 守 
出土品・図の整理・保管 実測実習 古墳時代須恵器
第 28 回 12/17 木許 守 
出土品・図の整理・保管 実測実習 古墳時代須恵器
第 29 回 12/24 國下 多美樹  
図の整理・保管 実測実習 近世陶磁器
第 30 回 1/7   國下 多美樹　
図の整理・保管 実測実習 近世陶磁器 

〔５〕　発掘調査
　2025 年８月 18 日（ 月）〜８月 31 日（日）、京
都市右京区京北下町折谷地内（京都京北小中学校内）
に所在する周山３・４号墳の発掘調査を実施した。
   周山古墳群は、古墳時代中期から後期の首長墓を
含む古墳群と見られており、本学が継続調査をして
いる。今年度は、３号墳、４号墳の墳丘から墳裾ま
でトレンチを設定し、形態、規模等の確認を行った。
その結果、３号墳は古墳ではなく、削り残された地
形に古代に地層が堆積したものと判明した。また、
４号墳は墳裾を確定できず、形態も含めて再考する
ことが課題路なった。また新たに、縄文時代の遺物
を入手し、付近に遺跡の存在を明らかにできた。
詳細は、『龍谷大学文学部考古学実習室』2026 を参
照 さ れ た い。　　　　　　　　　　　　　　　（ 國
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写真 5　弥生土器の観察と拓本実習

写真 7　地元中学生の見学（周山４号墳）

写真 2　水準測量の実習

写真 4　帝塚山大学附属博物館にて学外実習

写真６　周山４号墳の調査状況

写真 8　周山４号墳調査のミーティング風景

写真 1　遺構実測の実習

写真 3　瓦の年代を検討するグループ作業
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 Ⅱ　考古学実習調査報告・大学保管資料の整理報告（その２）

　毎年、考古学実習調査報告として、大学が保管し
ている考古資料の公表を進めている。今年度は、次
の資料を対象に資料化を進めた。

　（１）小川貫弌氏採集資料（記号：OK）
　岐阜県各務原市蘇原の永厳寺住職、小川徳水氏よ
り、2023 年４月 13 日に大学に寄贈された資料で
ある。この契機になったのは、前年の 2022 年 10
月 18 日に、本学大学院修士課程であった前田詞子
氏（現松江市教育委員会）が、本寺院保管の資料の
資料調査を行った際に、住職から寄贈についての依
頼を受けたことであった。先代で中国仏教史学者で
ある小川貫弌氏から受け継いだ考古資料で、その保
管に苦慮されているとのことであったから、大学の
考古学教育のための教材としてお引き受けするこ
とにした。
　寄贈資料は、2022 年の資料調査の際に、写真記
録を行い、リストを作成した（表２）。原始〜近代
に及ぶ各種の考古資料であるが、どのような地点で
いつ採集されたかについての詳細な記録は残され
ていない。整理作業は、保管状態の写真撮影後、コ
ンテナに再整理し、小川氏採集品として OK コード
貫弌氏採集資料を付して遺物を整理した。今回、古

墳時代から飛鳥時代の採集資料を一部を資料化でき
たので、公表することにしたい。

　（２）宇佐晋一氏採集・保管資料（記号：USA）
　京都市伏見区在住の故宇佐晋一氏（1927~2025）
は、直弧文研究など多くの業績を残した在野の考古
学者である。氏は、國下が京都市伏見区の深草遺跡
の研究を進めている中で、親交を深めた考古学者で
あった。宇佐氏の業績は枚挙にいとまがないが、直
弧文研究についての成果が最近報告された（宇佐・
斎藤 2025、宇佐・井上 2025)。
　生前、龍谷大学が深草遺跡をかつて調査した経緯
から、氏の保管されていた深草遺跡資料についても
大学に寄贈される意思を示されていた。宇佐氏が逝
去されたあと、ご事情をよくご存知のご遺族から寄
贈のご依頼があり、2025 年７月 10 日にご自宅に
伺い、受け入れた次第である。なお、自宅には深草
遺跡以外の資料も保管されており、その処遇に苦慮
されていたことから、大学の教材としての活用を前
提に一括で受け入れさせていただいた（表１）。今
回は、保管資料のうち、古墳時代遺物を中心に一部
の資料化を行った。山陰地方の古墳出土資料も含ま
れ、学術上の成果も大きい。

　 ( ３）坂下勝美氏採集・保管資料（記号：SAK）
　京都府向日市在住の坂下勝美氏が乙訓地域を中心
に採集した資料である。旧石器〜近世に至る土器類、
瓦類、石製品、金属製品がある。遺物に採集地点と
採集日の詳細をラベルが同封されており、遺跡と関
連付けて説明できる資料が多い。すでに、『2023・
2024 年度龍谷大学文学部考古学実習報告書』龍谷
大学文学部文化遺産学専攻　2025 年で一部を報告
しているので、合わせて参照願いたい。
　
　なお、遺物の実測、トレース、写真撮影は須藤ひ
より、川崎優和、千代結菜、（文化遺産学専攻２回生）、
吉中俊輔（同３回生）、安國有馬（同４回生）、
原田しいな（文化遺産学専攻 2025 年度卒業生）が
分担し、以外は國下が担当した。公表に際して、一
色さつき氏、小川徳水氏、坂下勝美氏のご協力を得
た。感謝申し上げる。　　　　　（國下多美樹）

西厳寺所蔵考古資料調査写真記録　2022年10月19日　

龍谷大学　國下多美樹・前田詞子・鎌田雄介・菊池万里・池浦里咲

▲遺物収納№１A ▲遺物収納№１B

▲遺物収納№２A ▲遺物収納№2B

写真１　小川貫弌氏採集資料
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表−１　小川貫弌氏採集・保管資料一覧ー１（2020.10.19 調査）

整理箱ナンバー 採取地 時代 遺物種類 個数
1-A⽊箱 不明 ⾶⿃時代 須恵器 杯⾝ 杯H蓋 2
1-A 不明 古墳後期 須恵器 甕 2
1-A 不明 古墳〜平安 須恵器 体部 1
1-A 不明 中世 瀬⼾・美濃 ⽫ 2
1-A 不明 近世・近代 鉄釉陶器 2
1-A 不明 近代 緑釉陶器 1
1-B⽅形植⽊鉢 不明 9世紀前半 灰釉陶器 椀・⽫類 3
1-B 不明 9世紀前半 灰釉陶器 壺 把⼿ 1
1-B 不明 9世紀前半 美濃須衛 須恵器 甕 ⼝縁体部 1
1-B 不明 現代 植⽊鉢 1
1-B 不明 現代 ⻘磁 1
2-A段ボール箱 不明 縄⽂ 打製⽯器 凹基無茎式 23
2-A 不明 弥⽣ 打製⽯器 凸基有茎式 5
2-A 不明 縄⽂〜弥⽣ 打製⽯器 凸基無茎式 2
2-A 不明 古墳 須恵器 杯H 2
2-A 不明 古墳 須恵器 杯H 蓋 5
2-A 不明 古墳 須恵器 𤭯𤭯𤭯 1
2-A 不明 古墳 須恵器 美濃須衛 甕 頸部 体部⽚ 7
2-A 不明 古墳 須恵器 壺 頸 破⽚ ⾸部 1
2-A 不明 古墳 溶着した須恵器 甕 壺 2
2-A 不明 近世 磁器 ⽫ 1
2-A 不明 近世 陶器  4
2-A 不明 近世 窯道具 1
2-A 不明 現代 鉢植え 1
2-B段ボール箱 不明 現代 植⽊鉢 1
2-B 不明 古墳 横瓶 横⽳式⽯室副葬品 関係品 1
2-B 不明 古墳 須恵器 杯H 3
2-B 不明 古墳 須恵器 杯H蓋 1
2-B 不明 古墳 須恵器 ⾼杯（⻑脚2段 透かし⾼杯） 3
2-B 不明 古墳 須恵器 ⽫ 2
2-B 不明 古墳 須恵器 甕 8
2-B 不明 近代 陶器  2
3-A植⽊鉢 不明 中世 美濃焼 ⽫ 1
3-A 不明 中世 輪花⽫ 1
3-A 不明 近世 陶器  10
3-A 不明 近世 染付 2
3-A 不明 近世 施釉陶器 ⽫ 1
3-A 不明 近世 ⾚絵⽫ 2
3-A 不明 近世 鉄釉陶器 3
3-A 不明 近世 ⽩釉陶器 1
3-A 不明 近代 陶器 ⼤⽫ 2
3-A 不明 現代 植⽊鉢 1
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整理箱ナンバー 採取地 時代 遺物種類 個数
3-B段ボール箱 不明 古墳 須恵器 坏H 3
3-B 不明 奈良〜平安 須恵器 壺の肩部 1
3-B 不明 奈良〜平安 須恵器 蓋  1
3-B 不明 奈良〜平安 須恵器 ⽫ 2
3-B 不明 奈良〜平安 美濃須衛 甕 ⼝縁部 1
3-B 不明 奈良〜平安 美濃須衛 体部 （窯資料癒着） 5
3-B 不明 現代 碍⼦ 1
3-B 不明 ⾃然⽯ 1
4⽊箱 不明 古墳 須恵器 杯H 2
4 不明 古墳 須恵器 杯H 蓋 2
4 不明 古墳 須恵器 甕 ⼝縁部 3
4 不明 古墳後期 須恵器 ⾼杯 1
4 不明 ⾶⿃ ⾼杯 2
4 不明 奈良・平安時代 須恵器 甕 15
4 不明 奈良・平安時代 須恵器 杯蓋（宝珠型） 1
4 不明 現代 和ばさみ 1
4 不明 平安時代 灰釉陶器 椀・⽫類（内2点癒着)窯資料 13
4 不明 平安時代 灰釉陶器 壺 1
4 不明 平安時代 須恵器 壺 24
4 不明 平安時代 ⼟師器 1
4 不明 平安時代 陶器 溶着 窯資料 1
4 不明 サヌカイト 1
4 不明 近世 陶器 ⼩壺 1
5-A⽊箱 不明 縄⽂中期初頭 縄⽂⼟器 円筒式⼟器 1
5-A 不明 平安時代 須恵器 4
5-A 不明 平安時代 須恵器 把⼿ 1
5-A 不明 平安時代 灰釉陶器 椀 1
5-A 不明 平安時代 灰釉陶器 壺 2
5-A 不明 鉄釉陶器 1
5-A 不明 ⽩鳳の軒平⽡ 1
5-A 不明 岩⽯標本 20
5-A 不明 ⾙ 1
5-B 不明 縄⽂ 打製⽯鏃 凹基無茎式 サヌカイト 13
5-B 不明 縄⽂ 打製⽯鏃 凸基有茎式 サヌカイト 5
5-B 不明 縄⽂ 打製⽯鏃 凸基無茎式 サヌカイト 1
5-B 不明 ⼟錘 1

表−２　小川貫弌氏採集・保管資料一覧（その２）2020.10.19 調査
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整理No. 資料名 遺跡名 保管箱
USA-１ 弥⽣⼟器 深草遺跡 ⽊箱
USA-２ 弥⽣⼟器 深草遺跡 ⽊箱
USA-３ 弥⽣⼟器 深草遺跡 ⽊箱
USA-４ 弥⽣⼟器 深草遺跡 ⽊箱
USA-５ 弥⽣⼟器 深草遺跡 ⽊箱
USA-６ 弥⽣⼟器 深草遺跡 ⽊箱
USA-７ 弥⽣⼟器 深草遺跡 ⽊箱
USA-８ 弥⽣⼟器 深草遺跡 ⽊箱
USA-９ 弥⽣⼟器 深草遺跡 ⽊箱
USA-10 弥⽣⼟器 深草遺跡 ⽊箱
USA-11 ⽡類 法琳寺跡 コンテナ
USA-12 弥⽣⼟器 深草遺跡 ⽊箱
USA-13 ⽡類 幡枝⽡窯 コンテナ
USA-14 須恵器 不明 コンテナ
USA-15 弥⽣⼟器ほか 不明 コンテナ
USA-16 ⼟器類 ⾦右衛⾨垣内遺跡、井出寺跡、隠岐国分寺跡 コンテナ
USA-17 ⽡類 ⼤⽇寺、篠、⼆条城前、不明 コンテナ
USA-18 埴輪 不明 コンテナ
USA-19 古式⼟師器 不明 コンテナ
USA-20 古墳〜近世 不明 コンテナ
USA-21 弥⽣⼟器 深草遺跡 コンテナ
USA-22 ⽡類 法勝寺 コンテナ
USA-23 ⽡類 幡枝⽡窯 コンテナ
USA-24 ⽡類 深草廃寺 コンテナ
USA-25 ⽡類 東福寺 コンテナ
USA-26 ⽡類 かんぜんどう廃寺 コンテナ
USA-27 ⽡類 元稲荷窯 コンテナ
USA-28 ⽡類 甲賀寺、北野廃寺、六道珍皇寺、法琳寺ほか コンテナ
USA-29 ⽡類 甲賀寺、北野廃寺ほか コンテナ
USA-30 ⼟器類 総⼭遺跡 コンテナ
USA-31 ⽡類、⼟器類 不明 コンテナ
USA-32 ⽡類 不明 コンテナ
USA-33 須恵器 ⽜尾須恵器窯、 コンテナ
USA-34 ⽡類 市内各所 コンテナ
USA-35 ⽡類 深草廃寺、夏⾒廃寺 コンテナ
USA-36 ⽡類 万寿寺ほか コンテナ
USA-37 ⼟器類 岩倉 コンテナ
USA-38 ⽡類 不明 コンテナ
USA-39 弥⽣⼟器 ⾦右衛⾨垣内遺跡、美濃⼭廃寺 コンテナ
USA-40 須恵器 百塚古墳群 コンテナ
USA-41 ⽡類 広野廃寺 コンテナ
USA-42 ⽡類 がんぜんどう廃寺 コンテナ
USA-43 須恵器 不明 コンテナ
USA-44 埴輪・円筒棺 岡⼭美作久世町 コンテナ
USA-45 弥⽣⼟器 ⾦右衛⾨垣内遺跡 コンテナ
USA-46 弥⽣⼟器 ⾦右衛⾨垣内遺跡 コンテナ

表−３　宇佐晋一氏採集・保管資料一覧（その１）2025.7.10 調査
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整理No. 資料名 遺跡名 保管箱
USA-47 ⼟器類 不明 コンテナ
USA-48 ⼟器類 不明 コンテナ
USA-49 ⼟器類 ⼟師七つ塚 コンテナ
USA-50 ⼟器類 ⼟器類 コンテナ
USA-51 ⼟器類 不明 コンテナ
USA-52 ⽡類 森寺 コンテナ
USA-53 弥⽣⼟器 深草遺跡 コンテナ
USA-54
USA-55 ⼟師器 総⼭遺跡 コンテナ
USA-56 ⼟師器 幡枝元稲荷窯 コンテナ
USA-57 ⼟師器 幡枝元稲荷窯 コンテナ
USA-58 ⼟師器 総⼭遺跡 コンテナ
USA-59
USA-60 ⼟師器 幡枝元稲荷窯 コンテナ
USA-61 ⼟師器 幡枝元稲荷窯 コンテナ
USA-62 ⼟師器 油⼩路 コンテナ
USA-63 ⼟師器 総⼭遺跡 コンテナ
USA-64 ⼟師器 幡枝元稲荷窯 コンテナ
USA-65 須恵器 天智陵付近 コンテナ
USA-66 ⽡類 東福寺 コンテナ
USA-67 ⼟器類 ⽊津川河床遺跡 コンテナ
USA-68 ⼟器類 ⾼波遺跡 珠洲市 コンテナ
USA-69 ⼟師器 幡枝元稲荷窯 コンテナ
USA-70 ⼟器類 三条新町 コンテナ
USA-71 弥⽣⼟器 南⼭遺跡 コンテナ
USA-72 ⼟器類 五条油⼩路 コンテナ
USA-73 ⽡類 滋賀⾥遺跡ほか コンテナ
USA-74 各種 ⼆条城前、⾼⼭寺⾙塚 コンテナ
USA-75 弥⽣⼟器 唐古・鍵遺跡 コンテナ
USA-76 ⼟器類 不明 コンテナ
USA-77 須恵器 元稲荷窯か コンテナ
USA-78 埴輪 墓⼭古墳 コンテナ
USA-79 ⽡類 ⾳如ケ⾕窯 コンテナ
USA-80 ⽡類 夏⾒廃寺 コンテナ
USA-81 ⽡類 不明 コンテナ
USA-82 ⽡類 広野廃寺 コンテナ
USA-83 ⼟器類 不明 コンテナ
USA-84 ⼟器類 不明 コンテナ
USA-85 弥⽣⼟器 深草遺跡 コンテナ
USA-86 埴輪 庵寺⼭古墳 コンテナ
USA-87 ⽡類 不明 コンテナ
USA-88 ⼟器類 北花⼭ コンテナ
USA-89 弥⽣⼟器 深草遺跡 コンテナ
USA-90 弥⽣⼟器 深草遺跡 コンテナ

⽋番

⽋番

表−４　宇佐晋一氏採集・保管資料一覧（その２）（2025.7.10 調査）
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１　出土地・出土年月日
　「東福寺方丈ノ西採集」とある。出土年は不明。

２　遺物の概要
　軒平瓦である。均整唐草文軒平瓦で、瓦当面の右
1 ／ 2 が残存する。内区の中心飾りは、釣鐘状を呈
し、唐草文を 5 反転配置する。内区と外縁の間に
圏線がある。唐草文は丸みを帯びており、高さは約
0.2㎝である。脇区に范傷が 2 箇所みられる。顎部
は段顎で、貼り付け技法により成形されている。
　平瓦部凹面は経 9 本、緯 7 本程／ cm の布目痕
があり不調整であるが、部分的にナデがみられる。

200 ㎝

また瓦当端から 1㎝はヨコケズリである。凸面と右
側縁はタテケズリである。瓦当面裏面にヨコナデが
みられる。瓦当下縁にもヨコナデがみられる。左側
縁と狭端面は欠陥している。胎土は粗く 1.0mm ～
2.0mm 大の長石をやや多く、2.0mm 大の石英、1.0
～ 1.5mm 大の黒色粒、3.0mm 大の花崗岩質岩片を
少量含む。硬質焼成で、表面は 10YR6/ ２灰黄褐色、
断面 2.5Y6/2 灰黄色である。
   本資料は、中期Ⅲ期の京都産の軒平瓦であると考
えられる（山崎 2000)。
参考文献
山崎信二 2000『中世瓦の研究』奈良文化財研究所

図１　軒平瓦実測図（須藤実測・採拓・トレース）

Ⅱ−１　東福寺採集の均整唐草文軒平瓦（整理 No.USA34 − 13）　

須藤ひより（文化遺産学専攻 L250904、２回生）

20cm0
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瓦当面

瓦当右側縁

平瓦部凹面 平瓦部凸面

左側縁破面
瓦当平瓦部裏面

写真２　軒平瓦部位写真（須藤撮影）
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 １　出土地・出土年月日
 　裏面に「十四、三、十八、東福寺」と朱書され、
1939 年（昭和 14）３月 18 日に東福寺で採取さ
れたものである。
 ２　遺物の概要
  三巴文軒丸瓦である。瓦当面の下約 1 ／６が残
存する。内区には、巴文の頭部と尻部が残存して
おり、高さ 0.7cm の巴部は丸みを帯びて巻きが
長い特徴をもつ。
   外区には、径 1.1cm、高さ 0.2cm の珠文が４
個残存し、それぞれ珠文の角が丸みを帯びている。

0 20 ㎝

図２＿三巴文軒丸瓦実測図・拓影（川崎実測）

外区の内・外側には、高さ 0.1cm の圏線がそれ
ぞれ残っており、隆起が明瞭である。
  瓦当裏面はナデ調整であり、瓦当裏面左側には
丸瓦部との接合痕跡がある。周縁についても同様
にナデ調整が施されている。
   胎土は粗く、0.5mm 大の長石とチャートをや
や多く含む。硬質焼成で、表面 5Y5/1 灰色、裏
面 5Y6/1 灰色、断面 7.5Y5/1 灰色である。
   文様の特徴から、中世の所産と見られる。

Ⅱ−２　東福寺採集の三ツ巴文軒丸瓦（整理 No.USA34-14）　

川崎優和（文化遺産学専攻 L250887、２回生）

写真３＿三巴文軒丸瓦部位写真（川崎撮影）
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１a

１d

１c
１b

である。凹線の下部は平行叩きである。叩き目は木
目直交の原体で、３条／ cm である。内外面ロクロ
ナデ調整である。内面は叩きの当て具痕をナデ消し
ている。
　胎土は緻密で、長石（1.0 ～ 3.0㎜）を少量含む。
硬質焼成である。色調は内外面が灰色、断面が赤褐
色である。外面に灰白色の自然釉がある。復原口径
は 36.6cm、残存高は 9.3cm である。
　TK23 型式の所産である。

参考文献
田辺昭三ほか『陶邑古窯址群Ⅰ』平安学園考古学クラ
ブ　1966 年

 １　出土地・出土年月日　
　採集地点・出土年ともに不詳。
 ２　遺物の概要
　須恵器大型器台の杯部片である。口縁部上位、同
下位の計４片がある。
　形態は、鉢形を呈す。脚部側から丸みをもって立
ち上がり、口縁部にかけて外湾する。口縁端部は上
方に尖らせ気味に突出し、外傾する端面を作り出す。
口縁端部の直下に明瞭な凸帯を２条めぐらし、中位
に不明瞭な凸帯と凹線を各１条、下位に凹線を１条
施す。
　凸帯群と凹線の間には、櫛描波状文を一帯ずつめ
ぐらしている。櫛描波状文の原体は７～ 8 条／帯

図３　遺物実測図（千代実測）

Ⅱ−３　出土地不詳の須恵器大型器台（整理 No.USA51-1）　

千代結菜（文化遺産学専攻 L250888、２回生）

0 20cm

USA51-1
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写真５　須恵器大型器台写真－２（左：内面、右：外面、千代撮影）

写真６　須恵器大型器台写真－３（左：内面、右：外面、千代撮影）　

写真４　須恵器大型器台写真－１(左：内面、右：外面、千代撮影）

1a

1d 1c1b

1a
1d

1b

1c

1a1a

1a

1a

1b

1b
1c

1c

1d

1d
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Ⅱ−４　百塚古墳・多田古墳出土の古墳時代須恵器−１（整理 No.USA40 −１〜３）　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  吉中俊輔（文化遺産学専攻、L230852 ３回生）

１　出土地・出土年月日
　USA40―１は、「伯耆大山山麓百塚出土」と記述
されたメモが内部に残されており、現在の島根県米
子市、（旧淀江町）に所在する百塚古墳群で採集さ
れたと考えられる。
　USA40―２は、「美作 多田古墳久世 1947.8.27」
と墨書で口縁部外面に残されおり、岡山県真庭市、

（旧久世町）の多田古墳群で 1947 年８月 27 日に
採集されたと考えられる。
　USA40―３は出土地、出土年月日ともに不明で
ある。
　
２　資料の特徴
　いずれも須恵器である。USA40―１は短頸壺、
USA40―２は杯身、USA40―３は杯蓋である。
　USA40―１は短頸壺体部である。口頸部は残存
していないが、体部は完存している。
　形態は最大径が体部の中程よりやや上位にあり、
肩部は緩やかに内湾しながら肥厚し頸部の接合部
にかけて薄くなる。法量は残存高 7.8cm、体部径
11.9cm である。口径は口頸部が残存していないの
で不明である。
　成形方法は体部を成形した後に口頸部を接合して
いる。焼成方法では、外面には自然釉が片側に集中
して肩部から底部にかけて付着しており、自然釉の
付着が少ない側の外面底部には、円弧状に周囲とは
異なる色調を呈する部分が確認できる。これらのこ
とから、口頸部を斜め上に向けた状態で、他の製品
に重ねる形で焼成されたと考えられる。
　内面調整はナデ調整である。外面調整は上位２/
３を回転ナデ、下位 1/ ３を不定方向のヘラ削りす
る。カキメは施されていない。
　胎土は良好で 0.5 ｍｍから３ｍｍ大の長石を含
む。焼成は硬質ある。色調は５Y7/1 灰白、自然釉
が 7.5YR4/3 暗オリーブである。
　正確な型式は口縁部が残存していないが体部最大
径が 12㎝であること、外面にカキメが施されない
ことから TK209 型式と推測される。
　USA40―２は、杯身である。残存率は完形である。
　形態は、立ち上がりは、内傾しながら、口縁端部
を丸くおさめる。受け部は、体部との区別が不明瞭

で、平坦面を作らず曲面である。全体の形状も扁平
である。法量は口径 10.9cm、器高 4.8cm である。
　調整は、内面が回転ナデ、外面が口縁部から 4.5cm
を回転ナデ残りの底面までの３mm に回転ヘラ削り
を施すが回転方向は砂粒が確認できないため、同定
できない。底面にヘラ起こしの痕跡がみられる。
　胎土は良好で 0.5mm 大の長石と黒色粒を含む。
焼成は硬質である。色調は、内外面ともに 10Y ６
/1 灰白である。
　上記の形態的特徴より、TK209 型式から TK217

図４　鳥取県米子市百塚古墳群
（地理院地図に加筆、 1/10,000)

図５　岡山県真庭市多田古墳群
 （地理院地図に加筆、 1/10,000)
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型式に相当する。
　USA40―３は、杯蓋である。残存率は約 1/ ２で
ある。形態は、外面の体部と天井部を区画する稜は
完全に退化し痕跡もない。口縁部はやや内傾しなが
ら、端部を丸く収めている。
　法量は口径 13.7cm、器高４.7 ｃｍである。
　調整は口縁部から 2.9cm を回転ナデ、一部を削
りの後ナデ、天井部までの 1.3cm が回転ヘラ削り
である。内面は回転ナデである。
　胎土はやや粗く 0.5 ～ 5mm 大の黒色粒と長石を
含む。焼成は硬質である。色調は 7.5 Ｙ 6/1 灰で
ある。
  上記の形態の特徴からＴＫ 209 型式から、ＴＫ

usa40 no.4

usa40 no.3
usa40 no.2

100

1/4
㎝

図６　須恵器実測図（吉中実測・トレース）

古墳時代須恵器〔短頸壺（USA40-2)  杯蓋（USA40-4）
杯身（USA-3）〕

217 型式に相当する。

参考文献
田辺昭三 1981『須恵器大成』角川書店
中野雅美 1991『古墳時代の研究』第６巻　土師器と須
恵器　雄山閣

写真７　須恵器杯蓋 USA40- ３

写真８　須恵器杯身 USA40- ２ 写真９　須恵器短頸壺 USA40- １

USA40- １

USA40- ３

USA40- ２
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１．出土地・年月日
　遺物とともに保管してあったメモ紙には、「伯耆
大山山麓百塚出土」との記載があった。伯耆とは、
律令制下の国名で、現在の鳥取県中西部 ( 倉吉市・
米子市周辺 ) にあたる。そして、当該地には、標高
1729 ｍの中国地方最高峰の大山がそびえ立ってい
る。そして、大山の北西部には、縄文時代から中世
にかけての複合遺跡である百塚遺跡群 ( 鳥取県米子
市 ) があり、本遺跡群内には、124 基の百塚古墳群
が形成されている ( 米子市文化財団 2022)。記載し
てある「大山山麓百塚」とは、おそらく百塚古墳群
にあたる。以上のことから、本高杯は、鳥取県米子
市百塚遺跡群の百塚古墳群から出土したものだと考
えられる。

２．資料の特徴
　須恵器有蓋短脚高杯である。杯部が一部破損して
いるが、ほぼ完形である。口縁部はほぼ垂直に立ち
上がり、端部は内面に段を構成する。受部はやや斜
め上に引き出される。脚部はハの字に開き、裾部付
近で内湾する。脚端部は内面に内傾した面をもつ。
スカシ穴は円形を呈し、3 方向に開けられる。内外
面はロクロナデ調整をし、杯部底部外面はその後
1/3 程度回転ヘラケズリ調整をする。砂粒が右に動
いていることから、回転ヘラケズリ調整の際のロク
ロ回転方向は左である。内面を観察すると、粘土紐
が右方向に巻かれていることから、この時のロクロ
回転方向も左である。また、回転ヘラケズリ調整の
後には、杯部と脚部の接合時に施されたと思われる

ナデがみられる。
　胎土は密で、直径 1mm の長石をやや多く含む。
焼成　は硬質だが、一部不良である。色調は、外面
が明青灰、内面・断面が灰白である。法量は口径
11.1cm、 受 径 12.9cm、 器 高 9.7cm、 脚 高 4.3cm、
底部径 7.5cm である。
　年代については、萩本勝氏らによる陰田編年を用い
る ( 萩本・佐古 1998)。陰田編年では、陰田遺跡群 ( 古
墳・横穴墓 ) 出土の蓋坏を中心に、５世紀後半～８世
紀を 10 期区分として編年を組み立てている。本編年
に基づくと、本高杯は、口縁部の立ち上がりが長く、
ほぼ垂直に立ち上がることや、口縁端部内面に段を構
成すること、1/3 程度の回転ヘラケズリ調整をするこ
とから、陰田－１( ～６世紀初頭 ) の所産となる。ま
た、本高杯はその形態的特徴から、陶邑窯の田辺編年
ＴＫ 47 型式 ( 田辺 1966・1981) における形態的特
徴と酷似していることから、陶邑窯の影響下で成立し
た地方窯産の須恵器であると考えられる。

　参考文献
一般財団法人 米子市文化財団 2022『鳥取県米子市 百塚
88 号墳・百塚７遺跡』 ( 一般財団法人米子市文化財団埋蔵
文化財発掘調査報告書 24)
萩本勝・佐子和枝 1998「須恵器について」『陰田』 米子
市教育委員会
田辺昭三 1966『陶邑古窯址群Ⅰ』 平安学園考古学クラブ 
田辺昭三 1981『須恵器大成』角川書店

０ 20cm

図 7　須恵器 U40-4 実測図（原田実測） 写真 10　U40- ４ （原田撮影）

Ⅱ−５　伯耆地域・百塚古墳出土の古墳時代須恵器−２（整理 No.USA40 − 4)

原田しいな（名古屋大学大学院、2025 年度卒業生）
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1．出土地・年月日
　宇佐晋一氏によって寄贈された資料である。採取
日及び採取地など遺物に関する情報は不明である。
なお、遺物収納コンテナには「不明須恵器」の紙ラ
ベルが入っていた。

2．資料の特徴
　USA14-1 は、須恵器の杯身である。口縁部及び
受部が一部欠損するが、概ね完形である。
　口縁部はやや内傾して短く立ち上がり端部はそ
のまま丸くおさめる。器形は全体的に浅く、扁平
である。受部はやや上向きに短く外方へ伸び丸く
おさめ流。受部上面にヘラによる 1 条の凹線が施
されている。外面調整は、底部下位をやや粗雑な
ヘラ削りする以外は回転ナデである。底部付近は
肉厚である。内面は見込み部をナデ、以外はロク
ロナデ。外面の底部から体部にかけて、灰白色の自
然釉の付着が部分的に付着する。法量は口径 12.2
㎝、器高 4.4㎝である。
　胎土は密で径 3㎜大の長石を少量含む。焼成は硬
質で、色調は内面 7.5Y5/1 灰、外面 7.5Y3/1 黒褐
～ 2.5Y7/2 灰黄、断面 7.5YR3/1 黒褐を呈する。
　上述した形態や技法などの諸特徴から、本資料
は TK209 型式古相に属すると推察される ( 田辺
1981)。

　参考文献
田辺昭三 1966『陶邑古窯址群Ⅰ』平安学園考古学クラ
ブ
田辺昭三 1981『須恵器大成』角川書店
大阪府立近つ飛鳥博物館 2006『年代のものさし - 陶邑
の須恵器 -』中島弘文堂

Ⅱ−６　出土地不詳の古墳時代須恵器（整理 No.USA14 −１）

                                                                                               安國有真（L230888 文化遺産学専攻、３回生）

図 8　須恵器 USA14-1 実測図

写真 11　須恵器杯蓋 USA14-1

写真 12　須恵器杯蓋 USA14-1 内面

写真 1 ３　須恵器杯蓋 USA14-1 外面

0 20cm
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Ⅱ−７　美濃地域出土の須恵器杯身（整理 No.OK002・004）
　

原田しいな（名古屋大学大学院、文化遺産学専攻 2025 年度卒）

１.  出土地・出土年　不詳
２．資料の観察
　OK002 と OK004 は須恵器杯身である。
   OK002 は、口縁部が内傾して立ち上がり、端
部は丸くおさめる。受部はやや斜め上に引き出さ
れている。全体的に器厚が厚く、特に底部から受
部付近で厚みを増す。内外面はロクロナデ調整を
し、外面はその後 1/2 ～ 1/3 程度回転ヘラケズ
リ調整をする。砂粒が左に動いていることから、
回転ヘラケズリ調整の際のロクロ回転方向は右で
ある。内面には、直径４cm 程のシッタ ( 当て具 )
の痕跡が残り、一部すり消されている。また、口
縁部を除く体部外面には自然釉、底部外面にはガ
ラス化した釉が付着している。さらに、受部には
セットと思われる杯蓋の口縁部破片が溶着してい
ることから、杯身に杯蓋の口縁部が下になるよう
に被せたものを逆さまにした状態で窯詰し、焼成
されたと考えられる。
  胎土は緻密で径 1mm 以下の長石を僅かと、径
5mm大の長石を含む。焼成は硬質である。色調は、
内外面が灰白色、断面が灰色である。法量は、口
径 11cm、受け部径 13.3cm、器高 3.7cm である。
   OK004 は、口縁部が内傾して立ち上がり、端
部は丸くおさめる。受部はほぼ水平に引き出して
いる。内外面はロクロナデ調整をし、外面はその
後 1/3 弱回転ヘラケズリ調整をする。砂粒が左
に動いていることから、回転ヘラケズリ調整の際
のロクロ回転方向は右である。また、口縁部の内
外面に自然釉が付着していることから、蓋を被せ
ずに窯詰し、焼成されたと考えられる。胎土は緻
密で、直径 2mm 以下の長石を普通量含む。焼成
は硬質である。色調は、外面が青灰色、内面・断
面が灰白色である。法量は、口径 11.2cm、受径
13.9cm、残存高 3.8cm である。

３．年代について
   いずれも岐阜県各務ヶ原市域出土と推察され
る。よって、当該地における渡辺博人氏による須
恵器編年に基づき、両遺物の年代を求めたい。渡
辺氏は、美濃地域における古墳時代後期の須恵器
編年を、古墳から出土する須恵器蓋杯を中心に

組み立てている ( 渡辺 1996)。渡辺氏は、美濃の古
墳時代後期における古墳出土須恵器蓋杯を１型式
～ 10 型式に型式分類している。美濃地域では、主
に尾張系須恵器・畿内系須恵器・美濃系須恵器の、
３つの系統の須恵器が出土するとされる。このう
ち、２型式～７型式には尾張系須恵器 ( ２型式～７
型式 ) と畿内系須恵器 ( ２型式～６型式 ) の２系統
が存在し、６型式以降は美濃系須恵器が出現すると
する。（OK002・004）は、その形態的特徴や、胎
土、色調から、尾張系須恵器ではなく、畿内系須恵
器または美濃系須恵器と考えられる。また、陶邑窯
系須恵器の色調は青～青黒色で重量感があるとされ
ることから ( 渡辺 1992)、OK002 は美濃系須恵器、
OK004 は陶邑窯系須恵器と考えられる。前者を美
濃系須恵器の型式にあてはめると、口縁端部を丸く
おさめること、器厚が厚いこと、回転ヘラケズリ調
整をしていることから、「美濃」系６型式となる。
後者を畿内系須恵器の型式にあてはめると、口縁端
部を丸くおさめること、回転ヘラケズリ調整を 1/3
弱していることから、「畿内」系５型式となる。
　以上より、OK002 は「美濃」系６型式 ( 田辺
編 年 TK209 型 式 古 相 併 行、 ６ 世 紀 後 葉 )( 田 辺
1981)、OK004 は「 陶 邑 」 系 ５ 型 式 ( 田 辺 編 年
TK43 型式新相併行、６世紀中葉 ) の所産であろう。
　参考文献
渡辺博人 1996「美濃の後期古墳出土須恵器の様相－蓋
坏の型式設定とその編年試案－」『美濃の考古学』創刊
号 　美濃の考古学刊行会
渡辺博人 1992「須恵器と後期古墳」『美濃の後期古墳』
美濃古墳文化研究会
田辺昭三 1981『須恵器大成』角川書店

図９　須恵器実測図
（原田実測・トレース） 写真 14　須恵器

100

1/4
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OK002

OK004
cm
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Ⅱ−８　美濃地域出土の須恵器横瓶（整理 No.OK −１）
　

原田しいな（名古屋大学大学院、文化遺産学専攻 2025 年度卒）

１.  出土地・出土年　不詳である。

２．資料の観察 
須恵器の提瓶である。後世に口縁部と頸部が

接合されているが、ほぼ完形品である。
口縁部は外上方に立ち上がり、やや屈曲して

端部をつくりだす。頸部の長さは左右で若干異な
り、右肩へ繋がる頸部の方が長い。また、頸部の
中位には一条の沈線がめぐる。沈線は施文の始点
と終点の位置がズレている。頸部をおよそ一周半
しているため、二条の沈線が巡らされているよう
に見える部分もある。口縁部外面には断面三角形
の突帯が一条めぐる。口縁端部外面は一条の凹み
をつくりだし、端部は丸みを帯びる。

体部は平面が正円形に近く、側面は片方が大
きく膨らみ、もう一方が偏平な偏球形を呈する。
大きく膨らむ面は閉塞側面、偏平な面は底部側面
である。閉塞側面には全体にロクロ回転を利用し
たカキメ調整（原体幅 12 条１単位、同幅 1.4cm）
が施されている。また、閉塞側面と底部側面の境
あたりには、体部を一周するように一条の沈線が
めぐる。

胎土は緻密で、直径 0.5mm 大の長石をやや多
く含み、最大 3mm の長石を少量含む。焼成は硬
質である。色調は外面が灰色、明オリーブ灰色、
内面が暗青灰色である。また、外面の上半部、口
縁部内面に自然釉が付着している。法量は、口径
9.4cm、器高 23.5cm、体部最大径 20cm、体部
厚 13.4cm である。

３．製作技法の復原
　次に、製作技法について考察する。提瓶や平瓶、
横瓶、長頸瓶などの瓶類の一般的な製作技法とし
ては、北野博司氏が提唱した「風船技法」がある（北
野 2001）。風船技法とは、体部を一旦風船状態
にし、内部の空気圧を利用して加圧変形をするこ
とである。提瓶と横瓶の成形工程はほぼ同じであ
るため、ここでは北野氏による風船技法と、春日
真実氏による「横瓶の製作技法」（春日 2001) を
参考にこの提瓶の製作技法を考察していきたい。
　まず、内面を観察すると、底部にヘラ状の工具

で押さえて円盤状の粘土を作ったような痕跡があ
る。また閉塞側面には円盤状の粘土で、直径４cm
程の穴を外から塞いだような痕跡がある。このこと
から、体部の製作技法としては風船技法で、製作過
程としては、まず底部の粘土円盤をヘラ状工具で抑
えてつくり、その周囲に粘土紐をある程度まで巻き
上げて、ロクロの回転を利用したロクロナデを行い、
そして粘土円盤で塞ぐといった製作過程が推測され
る。

次に体部外面の製作技法としては、カキメ、底
部の手持ちヘラケズリ、沈線、頸部の接合痕があげ
られる。特にカキメの施し方は特徴的である。同心
円状に一度に施すのではなく、カキメの単位が重な
り合う複雑なカキメであることから、数回に渡って
工具があてられたことがわかるなど、工人のクセを
イメージさせる興味深い調整である。

沈線は閉塞側面と底部側面を区切るように体部
に巡らされている。また、底部側面の手持ちヘラケ
ズリは、沈線の約 2.5cm 離れたところから左回転
で1/3程行われている。体部と頸部の接合付近には、
接合する際に施されたと思われる凹線状のナデがみ
られる。体部の調整過程としては、底部の手持ちヘ
ラケズリ、沈線、頸部接合のナデのいずれもカキメ
をかき消したり、カキメの上から施されたりする箇
所がみられるため、カキメ調整が最初に行われたこ
とが分かる。また、沈線は頸部接合時のナデによっ
てかき消されている部分があるため、沈線を施した
後に頸部を接合したことが伺える。

以上より、体部の調整過程としては、カキメ→（手
持ちヘラケズリ→沈線、または沈線→手持ちヘラケ
ズリ）→頸部接合といった調整の過程が推測される。

また焼成時には、自然釉が外面上半部、口縁部
内面にのみ付着していることから、窯床面の傾斜に
沿って窯詰めされ、焼成されたのではないかと考え
られる。 

４．出土地と年代について
最後に、この提瓶の年代と出土地及び生産地に

ついて若干の考察を行いたい。
従来、提瓶は水筒としての機能をもつとされて

きた。早い段階での提瓶についての研究は、濱田耕



21

作氏によるものがある ( 濱田 1930)。濱田氏は、提
瓶は須恵器固有の器種ではなく、北方遊牧民等の液
体を携帯する革袋形の容器に起原があるとし、中国
や朝鮮を経て、古墳時代の日本へ伝わった可能性を
指摘した。また、濱田氏は、肩部に付された双耳の
形態に着目し、環状耳→鈎耳→瘤耳→消失という形
態変化を指摘した。

以降の研究においても、提瓶は肩部に付された
双耳の形態変化を重視して分類が行われてきたが、
一方で宮下知良氏による別の視点による分類もなさ
れている ( 宮下 1984)。宮下氏は、提瓶を双耳形態
だけではなく、頸部の形態や口縁端部直下の段の形
態に着目した分類を行った。宮下氏は分類・分析を
通して、提瓶は肩部に双耳のあるもの ( 環状耳提瓶・
角状耳提瓶・ボタン状耳提瓶 ) からないもの ( 無耳
提瓶 )、太い頸部から細頸部、頸部高の小さいもの
から大きいものへの漸次的な変化を指摘した。

宮下氏は分類を通して、提瓶を６世紀前半から
７世紀後半ないしは８世紀初頭を４段階で変遷する
とした。

以上の見解を本稿で取り扱った提瓶に当てはめ
てみると、無耳提瓶で比較的太い頸部かつ小さい頸
部高をもっている。よってこの提瓶は６世紀前半の
所産としたい。

また、出土地についてであるが、池上悟氏によ
れば、フラスコ形堤瓶の祖形と考えられる無把手堤
瓶は、検出できた 61 例中 53 例中の 87％が岐阜県・
愛知県に分布し、その他は長野県や奈良県、静岡県
に数点出土するのみである ( 池上 1985)。池上氏の
論文の中で提示される各務原地区出土品の堤瓶の形
態と、本稿で取り上げた堤瓶の形態は非常に類似し
ており、また保管場所が各務原市であったこと、完
形品であることを考慮すると、この堤瓶は各務原市
内の古墳から出土した可能性が高いのではないかと
考えられる。

　参考文献
北野博司 2001「須恵器の風船技法」『北陸古代土器研究』
第９号 　北陸古代土器研究会 
春日真実 2001「横瓶の製作方法」『北陸古代土器研究』
第９号　 北陸古代土器研究会
濱田耕作 1930「堤瓶について」『東亜考古学研究』
岡書院
宮下知良 1984「須恵器瓶類について」『日本古
代文化研究』創刊号 　古墳文化研究会
池上悟 1985「古墳出土の須恵器について～フ
ラスコ形堤瓶～」『立正大学人文科学研究所年報』23
 立正大学人文科学研究所

100

1/4
 ｨcm

図 10　須恵器横瓶OK-1 実測図（原田実測・トレース）
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写真 15　須恵器横瓶OK-1（原田撮影）

閉塞底面 閉塞側面

側面
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Ⅱ− 9　長岡京市・井ノ内遺跡の弥生土器と須恵器（整理 No.SAK13-D13・D53）
　

安國有真（L230888 文化遺産学専攻、４回生

〔SAK-013・053〕
１．出土地・年月日
　採取地及び年月日に関しては坂下勝美氏の聞き取
りと資料に記載されている「井ノ内旭寺跡」の注
記から 1966 年 ( 昭和 41) 頃か 1980 年の京都府立
向日が丘支援学校の建設工事が行われている際に
現在の京都府長岡京市井ノ内旭日寺 11〔現京都府
立向日が丘支援学校〕付近で採取されたものと推
測される ( 龍谷大学文学部歴史学科文化遺産学専攻 
2022・2025)。正確な出土年月日は不明である。

２．資料の特徴
  〔SAK-013〕　弥生土器である。口縁部から頸部に
かけて短く外反する形状から短頸壺とみられる。口
縁部の一部が残存している。残存率は全体が 5％、
口縁が 10％ほどである。残存率が著しく低いため、
反転復元はできなかった。技法に関して外面の頸部
上半および口縁端部はヨコナデ、頸部下半はタテハ
ケ、内面は全面にヨコナデの後、ヨコハケが施され
ている。胎土はやや密で直径 1㎜以下の長石および
石英、雲母類を多く含んでいる。焼成はやや軟質で
ある。色調は外面、内面、断面ともににぶい黄橙色
を呈している。本資料は内面のヨコナデ痕から回転
台を用いた成形であることが考えられる。また口縁
部から頸部にかけて凹線文は見られず無文である。
口縁部は外反し、下部に向かって肥厚し、窪んだ端
面を形成している。以上の諸特徴から本資料は山城

第Ⅴ様式に属すると推察される ( 森岡 1990 、若林
2015)。
　元々、当該資料採取地である井ノ内旭日寺付近
は弥生時代後期に相当する井ノ内遺跡が該当する
遺跡として周知されてきた ( 長岡京市 1991 山本
1989)。そして近年行われた発掘調査から井ノ内遺
跡の西部に弥生時代後期の集落跡が存在することが
確認された ( 福山 2025)。そのため本資料も井ノ内
遺跡に包蔵されていたものと推察される。

　参考文献
山本輝雄 1989「第４章 山城地域 Ⅰ . 桂川流域の弥生
遺跡」『京都府弥生土器集成』公益財団法人京都府文化
財調査研究センター
森岡秀人 1990「山城地域」『弥生土器の様式と編年 ―
近畿編Ⅱ―』木耳社
長岡京市史編纂委員会 1991『長岡京市史 資料編一』
若林邦彦 2015「近畿」『考古調査ハンドブック 12 弥
生土器』株式会社ニューサイエンス社
福山博章 2025「長岡京跡右京第 1299 次・井ノ内遺跡」

『京都府埋蔵文化財情報』第 149 号 公益財団法人京都
府埋蔵文化財調査研究センター
龍谷大学文学部歴史学科文化遺産学専攻 2022『考古学
実習・文化財実習報告書』第 4 集 
龍谷大学文学部歴史学科文化遺産学専攻 2025『2023・
2024 年度龍谷大学文学部考古学実習報告書』

図 11　弥生土器実測図（安國実測） 写真１6　弥生土器（左：外面、右：内面、安國撮影）
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　〔SAK-53〕　須恵器の壺である。口縁部が少し
外反しつつ立ち上がり、肩部がやや球形を呈して
いることから壺 L と考えられる。頸部の一部が
残存しており、残存率は 10％である。頸部は比
較的残存していたため、反転復元を行った。頸部
径は約 4.2㎝である。
　頸部と体部では異なった方向にロクロナデが施
されていることから口頸部と体部は二段接合によ
るものであると推察される ( 國下 2005)。ロクロ
の精度が良いためか、器形が薄く挽き出され、器
体に細かいロクロ目を残している。技法に関して
頸部内外面はロクロナデ、体部上半はカキ目が施
されている。
　胎土は密で直径 1㎜以下の微細な黒色の粒子を
少量含んでいる。焼成は硬質である。色調に関し
て内面は灰色、外面は灰白色、断面は紫灰色を呈
している。器体は全面的に赤味を帯びる灰色を呈
しているため、高温の酸化炎状態で焼成されたと
考えられる。頸部の大部分に自然釉の付着が確認
される。
　以上の諸特徴から本資料は平城編年のⅤ群（8
世紀後半 ) に相当すると推察される ( 奈良国立文
化財研究所 1991)。また当該地は井ノ内遺跡とと
もに長岡京右京三条四坊八・九町付近であると推
定され ( 福山 2025)、長岡京跡の遺跡に関連する
資料とも評価できよう。

　参考文献
奈良国立文化財研究所 1991『奈良国立文化財研究所学
報 第 50 冊 平城宮発掘調査報告 XIII』 真陽社
古代の土器研究会 1992『古代の土器 1 都城の土器集成』
真陽社
古代の土器研究会 1993『古代の土器 2 都城の土器集成』
真陽社 
古代の土器研究会 2001『古代の土器研究会 第 6 回シ
ンポジウム 古代の土器研究ー律令的土器様式の西・東
6 須恵器の製作技法とその転換―』真陽社
中村浩道 2001「平城京と須恵器」『土師器と須恵器』
雄山閣 
國下多美樹 2005「長岡京出土土器の基礎的研究」『向
日市埋蔵文化財調査報告書』 第 65 集 向日市教育委員会
龍谷大学文学部歴史学科文化遺産学専攻 2022『考古学
実習・文化財実習報告書』第 4 集 三星商事印刷株式会
社
福山博章 2025「長岡京跡右京第 1299 次・井ノ内遺跡」

『京都府埋蔵文化財情報』第 149 号 公益財団法人京都
府埋蔵文化財調査研究センター
龍谷大学文学部歴史学科文化遺産学専攻 2025『2023・
2024 年度龍谷大学文学部考古学実習報告書』

0 20cm

図 12　須恵器 SAK ー 53 実測図
　　（安國実測・トレース）

写真１7　須恵器 SAK ー 53（安國撮影）
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Ⅱ− 10　京都市・上里北ノ町遺跡の縄文時代石器（整理 No.SAK014・019・023）
　

山中楓大（L230899　文化遺産学専攻 4 回生）

１. 採集年月日
　遺物とともに同封されていた紙には以下のよう
に採集日が記載されていた。

SAK019　1987 年 8 月 30 日
SAK023　2013 年 4 月 29 日
SAK014　2012 年 4 月 19 日

２. 採集地点
遺物とともに同封されていた紙には以下のように
採集地点が記載されていた。

SAK019　西京区大原野上里北ノ町 910
SAK023　大原野上里北ノ町
SAK014　大原野上里北ノ町 910

　地図を確認する限りでは「910」という番地に該
当する土地は見受けられなかったが、古墳時代～室
町時代の遺跡散布地として知られる上里北ノ町遺

跡の範囲内に位置するものと考えられる。図 13 に
は記載された住所を基に、採集地点の大まかな位置
を示した。採集地点の南東方向には、縄文時代晩期
の集落遺構が検出された上里遺跡が位置する。検出
された縄文時代晩期の土坑や流路状遺構からは、石
鏃を中心に多数の石製品が出土しており、なかには
未製品や石器製作時に廃棄された剥片などがまと
まって出土した土坑も検出されている（註１）。

３. 資料の特徴
　今回整理報告を行う石器は、3 点とも打製石鏃で
ある。先に記載済みであるが、本報告資料をそれぞ
れ SAK019、SAK023、SAK014 と呼称し、採集地
点と近接する上里遺跡から出土した石鏃群を参考
に観察所見を述べていく。なお、石鏃の形態分類お
よび編年は上峯篤史氏の研究を主に参照した（上峯
2006、2018、2024）。
　まず、SAK019 の石鏃を取り上げる。正三角形に
近い形状の凹基鏃である。両面押圧剥離で成形さ

採集地点採集地点採集地点

上里北ノ町遺跡上里北ノ町遺跡上里北ノ町遺跡

西向日駅西向日駅西向日駅

上里遺跡上里遺跡上里遺跡

東向日駅東向日駅東向日駅

N

S

善峰川善峰川

小畑川小畑川

200m

図１3　上里北ノ町遺跡と採集地点（山中作図、地理院地図に加筆）
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図 14　石鏃実測図（山中実測・トレース）
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SAK014

SAK023

SAK023SAK019

SAK014

写真 18　石鏃（山中撮影）
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れ、素材面を残さない。b 面は、a 面と比較しても
成形が甘い。最大長に対して厚みが 0.3㎝と薄い点
が特徴であるが、両面ともに素材面が確認できない
ことから、薄手の素材剥片を使用した石器製作は想
定し難い。
   石材は肉眼による所見ではあるが、二上山産サヌ
カイトと考えられる。脚部と先端部は欠損している
ため本来の形状は不明であるが、先端部側縁がやや
大きく内湾し、基部が浅く抉られる特徴は上里遺跡
第 13・16・18・19 次発掘調査で出土した石鏃群
に類例が求められる（註２）。上記の特徴を持つ上里
遺跡の石鏃はいずれも脚部が丸みを帯び、SAK019
も同様の形態であった可能性がある。しかし法量を
比較すると、やや SAK019 が大型品である。
　SAK023 は、鋸歯縁を持つ二等辺三角形状の凹基
鏃である。全面押圧剥離成形で、b 面の加工がやや
甘い。両面ともに風化が著しく、先端部と脚部は欠
損している。側縁は直線的で、基部の抉りは浅い。
最大厚は 0.5㎝であり、素材面を残さない程度に厚
めに加工されている。上記の特徴を持つ類例は、上
里遺跡出土の石鏃群に求められる。石材は肉眼観察
ではあるが、二上山産サヌカイトと考えられる。
　最後に SAK014 を取り上げる。ほんのわずかな
がら側縁が S 字状に内湾する二等辺三角形状の凹基
鏃である。両面とも押圧剥離成形で、b 面は素材剥
片の形状または押圧剥離成形に起因する凹みが特
徴的である。また、基部の抉りは極めて浅く微凹基
鏃に分類しうる。脚部は側縁側が丸みを帯び、端部
に角を持つ。SAK014 は他 2 点の石鏃と比べると小
型であるが、上里遺跡出土の石鏃群には 1 ｇを下
回る小型品が多く、中型品に位置づけられる法量で
ある（註３）。
   石材はサヌカイトと考えられるが、SAK014 のみ
色味と石質が大きく異なる。他 2 点の資料とは原
産地を異にする可能性が高いが、肉眼観察の限りで
は金山産サヌカイトの特徴は見出せなかった。原産
地に関する詳細は他の資料も含め課題として残っ
てしまった。

４. 資料の評価
　以上 3 点の打製石鏃について、観察時の所見を述
べてきた。古墳時代～室町時代の遺跡散布地として知
られている上里北ノ町遺跡の範囲内から、縄文時代晩
期まで遡る可能性のある打製石鏃が採集された歴史
的意義は大きい。
　近接する上里遺跡から出土する晩期の石鏃群は、主
に先端部に肩を持ち基部の抉りが浅い五角形鏃、脚部
が大きく広がる角脚鏃、端部がわずかに外側へはね返
る長靴鏃からなる。上峯氏の石器群編年によると、晩
期は五角形鏃の発達期にあたり、上里遺跡の石鏃につ
いては滋賀里Ⅲ a 式の土器とともに出土する角脚鏃・
五角形鏃を「様相 10 古段階」、篠原式中段階の流路
状遺構 18 − 1215 から集中して出土する長靴鏃を主
体とする石器群を「様相 10 中段階」と位置付けてい
る（註４）。本報告資料は先端部および脚部の残存しない
資料が多いこともあって、時期的な位置付けは困難で
あるが、成形法や全体形状から、いずれも縄文時代晩
期の所産と考えられる。石材の原産地に関しては、二
上山サヌカイト製と考えられる資料が 2 点ある。上
里遺跡における石材原産地の比率は二上山産が 6 割、
金山産が 4 割であり、一部黒曜石製の石器が混じる。
　さらに、金山産の石器には大型品が多いという
傾向が指摘されていることからも（註５）、SAK019・
SAK023 が二上山サヌカイト製である可能性は高い。
また、上里遺跡と同じ「様相 10 段階」の石鏃が多量
に出土している滋賀県大津市の滋賀里遺跡の石材原
産地も二上山産 6 割、金山産 4 割の比率であると指
摘されている（註６・註７）。
　最後に本報告資料について、形態・法量・石材の観
点から、SAK019 と SAK023 は上里遺跡出土の縄文
時代晩期の打製石鏃に類例を求めることができる。ど
ちらも脚部と先端部を欠損しているため推測の域を
出ないが、報告書の分類案を参照すると、SAK019 は
主に、長さと幅の比率が約３：２となる B 類の凹基
鏃や、幅が広く先端部が尖る F 類の凹基鏃に分類し
うる。SAK023 は側縁部が直線的な二等辺三角形状の
凹基鏃であることから、C-2 類に属するものと考えら
れる。SAK014 については報告されている資料とは形

番号 採集地 基部 最⼤⻑（㎝）最⼤幅（㎝） 最⼤厚（㎝） 重量（ｇ） ⽯材 形態
KS014 ⼤原野上⾥北ノ町 微凹基式 2.65 1.25 0.45 1.068 サヌカイト 微凹基鏃
KS019 ⼤原野上⾥北ノ町 凹基式 2.7 1.94 0.3 1.65 サヌカイト（⼆上⼭？） 三⾓鏃
KS023 ⼤原野上⾥北ノ町 凹基式 2.8 1.5 0.5 2.011 サヌカイト（⼆上⼭？） 鋸⻭縁鏃

表− 3　上里遺跡採集の縄文時代打製石鏃（山中作成）

SAK014

SAK019

SAK023
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態がやや異なり、提示される分類案にはあてはめに
くい。基部の抉りが浅いという点は共通し、縄文時
代晩期以降の所産とは考えられる。SAK014 は先述
した通り、側縁が緩やかな弧を描くように内湾する。
これは縄文時代晩期に発達する五角形鏃にみられる
特徴で、先に挙げた遺跡の他に大阪府大阪市長原遺
跡（註８）、兵庫県神戸市大開遺跡（註９）から出土する
石鏃群が挙げられる。これらの遺跡からも五角形鏃
が出土しているのだが、石鏃に占める五角形鏃の
割合が半数以下と少数派であることから、「様相 10
中段階」に後続する「様相 10 新段階」であり、五
角形鏃および角脚鏃の衰退期に位置付けられている

（註 10）。なかには肩部が比較的不明瞭かつ内湾の弱い
ものも確認でき、SAK014 が「様相 10 中段階」以
降の五角形鏃に含まれる可能性はなくもないが、両
面の剥離痕跡を観察した限りでは肩部を意識した成
形であったとは言及しにくい。本報告では個体差の
大きい中型の微凹基鏃という評価にとどめておきた
い。

註
（註１）（財）京都市埋蔵文化財研究所 2010『上里遺跡
－縄文時代晩期集落遺跡の調査－』京都市埋蔵文化財
研究所調査報告第 24 冊　（財）京都市埋蔵文化財研究
所

（註２）　註１文献と同じ
（註３）　註１文献と同じ
（註 4）上峯篤史 2018『縄文石器　その視角と方法』
京都大学学術出版会

（註５）註１文献と同じ
（註６）上峯篤史 2024「縄文時代後期後半～晩期前葉
における石鏃製作の技術と構造」『京都大学構内遺跡調
査研究年報 2024 年度』京都大学大学院文学研究科附
属文化遺産学・人文知連携センター京大文化遺産調査
活用部門

（註７）滋賀里資料研究会 2023『滋賀里遺跡資料図譜』
真陽社

（註８）（財）大阪市文化財協会 1982『長原遺跡発掘調
査報告Ⅱ』（財）大阪市文化財協会

（註９）神戸市教育委員会・（財）神戸市スポーツ教育
公社 1993『大開遺跡発掘調査報告書』神戸市教育委員
会・（財）神戸市スポーツ教育公社

（註 10）註４文献と同じ
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